








 

先天性副腎皮質過形成(21－水酸化酵素欠損症)の新生児期マス・スクリーニングの重要性

が認識され全国各地で pilot的にスクリーニングがすすめられてきている。札幌市では全

国に先がけ昭和57年4月から他の代謝異常スクリーニングと併行して本スクリーニングを

行政レベルで実施している。今回は過去 5年間の本スクリーニングの結果、発見された患

児の臨床症状、検査所見などについて報告する。 


